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市
は
、
青
年
団
体
や
女
性
団
体
な
ど

で
活
動
す
る
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
養
成
を

目
的
に
、
国
内
派
遣
研
修
者
を
募
集
し

ま
す
。

生
涯
学
習
青
年
リ
ー
ダ
ー
・

女
性
の
国
内
派
遣
研
修
者
を

募
集
し
ま
す

指
導
者
養
成
講
習
③

『
川
・
湖
の
安
全
講
習
会
』
を

開
催
し
ま
す

『
清
流
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

〜
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ
主
催
〜

災
害
情
報
を
携
帯
電
話
の

メ
ー
ル
に
送
信
し
ま
す

い
よ
い
よ
水
遊
び
の
シ
ー
ズ
ン
到
来

鉱
山
町
に
と
て
も
き
れ
い
な
清
流
が

あ
り
ま
す
。
初
心
者
向
け
の
沢
登
り
で

で
す
。
子
ど
も
を
思
い
き
り
遊
ば
せ
る

た
め
に
、
川
や
湖
で
の
安
全
を
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
日
時　

７
月　

日
�　

９
時
〜　

時

１９

１７

▼
集
合
場
所　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

▼
講
師　
 
新  
野  
和  
也 
さ
ん
（
『
レ
ス
キ

に
い 

の 

か
ず 

や

ュ
ー
３
』
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
対
象　

川
遊
び
に
興
味
の
あ
る
方
、

こ
れ
か
ら
水
遊
び
の
指
導
に
か
か
わ

る
方
（　

歳
以
上
）

１８

▼
定
員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

▼
参
加
料　

無
料

▼
持
ち
物　

ぬ
れ
て
も
い
い
服
装
（
上

下
）
、
昼
食
、
着
替
え
な
ど

▼
申
し
込
み　

７
月
６
日
�
か
ら
電
話

で
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
（
�
◯８５
 

２
５
６

９
）

す
。
初
夏
の
日
差
し
の
中
、
冷
た
い
水

に
つ
か
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
日
時　

７
月　

日
�　

９
時
〜　

時

２４

１５

▼
集
合
場
所　

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

▼
定
員　
　

人
程
度
（
経
験
問
わ
ず
、

１０

中
学
生
以
上
、
た
だ
し
保
護
者
同
伴

で
あ
れ
ば
小
学
生
も
可
）

▼
参
加
料　
　

円
（
保
険
料
含
む
）

５００

▼
持
ち
物　

ぬ
れ
て
も
い
い
服
装
（
上

下
）
、
帽
子
、
手
袋
、
昼
食
、
行
動

食
（
お
や
つ
な
ど
）
、
着
替
え
な
ど

※
沢
登
り
に
使
う
地
下
足
袋
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
は
、
ふ

ぉ
れ
す
と
鉱
山
で
用
意
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

７
月
６
日
�
か
ら
電
話

で
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
（
�
◯８５
 

２
５
６

９
）

北
海
道
は
、
気
象
警
報
、
地
震
・
津

波
・
火
山
・
避
難
な
ど
の
災
害
に
関
す

る
情
報
を
、
携
帯
電
話
の
メ
ー
ル
に
送

信
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
提
供
す
る
サ
ー

ビ
ス
を
６
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

メ
ー
ル
送
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
携

帯
電
話
か
らh

ttp
://w

w
w
.b
o
u
sa
i-

h
o
k
k
a
id
o
.jp
/m
o
b
ile
/

に
ア
ク
セ
ス

し
ほ
っ
か
い
ど
う
防
災
情
報.jp

の

『
防
災
情
報
配
信
登
録
』
画
面
か
ら
内

容
を
確
認
し
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
を
し
な
く
て
も
情
報
を

閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
同
様
の
情

報
が
閲
覧
で
き
ま
す
。
北
海
道
防
災
情

報
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
sa
i-

h
o
k
k
a
id
o
.jp
/p
c/

※
メ
ー
ル
受
信
、
サ
イ
ト
へ
の
接
続
に

係
る
通
信
料
は
利
用
者
の
負
担
と
な

り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

北
海
道
総
務
部
危
機

対
策
室
防
災
消
防
課
（
�　

－

　

－

０１１

２３１

４
１
１
１
）

▼
申
し
込
み　

社
会
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　

（
�
◯８８
 

１
１
２
９
）

交通事故や金銭貸借、損害賠償、離
婚などの法律問題について、札幌弁護
士会室蘭支部の弁護士が相談をお受け
します。相談を希望する方は事前にお
申し込みください。なお、裁判や調停
中の問題は相談をお受けできません。

◎鉄南ふれあいセンターでの相談

▼日時　８月２１日�　９時３０分～

▼場所　鉄南ふれあいセンター

▼担当弁護士　 村  上 　 弘 弁護士
むら かみ ひろし

▼定員　６人（申込順）

▼申込方法　７月２９日�までに電話で
市民課にお申し込みください

◎弁護士事務所での相談

▼担当弁護士　 村  上 　 弘 弁護士
むら かみ ひろし

▼定員　６人（申込順）

▼申込方法　７月２９日�までに電話で
市民課にお申し込みください
※相談日時については、市民課にお問
い合わせください。

◎申し込み・問い合わせ
　　　　　　　　　　　　　　　　　

市民課（�◯８５ １８５５）

女性国内派遣研修生涯学習青年リーダー国内派遣研修
８月２６日�～２９日�１０月上旬～１１月上旬（２泊３日）研 修 期 間

３人４人募 集 人 数
東京都内・埼玉県嵐山町参加者が事前研修により決定研 修 先

７月２９日�　胆振地方婦人会館（室蘭市）９月中旬事 前 研 修
９月中旬１２月中旬事 後 研 修

事前事後研修に参加できる６０歳未
満の女性。『女性の地域活動につ
いて』をテーマにレポート（４００
字詰め原稿用紙２枚程度）を提出
していただきます。

事前事後研修に参加できるおおむ
ね１８歳から４０歳までの方で、生涯
学習の指導に携わっている方、ま
たは今後取り組む意欲のある方。
（学生は除きます）

資　 　 　 格

社会教育課に備え付けの参加申込書を提出していただき、面接を行い決定します。選 考 方 法
３万円参 加 負 担 金

７月１６日（金）７月３０日（金）申 込 期 限
※女性国内派遣研修は登別・室蘭・伊達の３市合同で実施します。


